
 

  

研究内容： 回転運動における位置情報推定アルゴリズムの提案 

 

シーズ： 

回転運動する物体の移動軌跡、回転半径、角速度を、単一の慣

性（加速度、角速度）センサで推定できるアルゴリズムの提案。 

 

企業向け PR： 

従来技術との優位性： 
   エッジ処理を想定して複雑なアルゴリズム不要、多種センサ不要。 

計測対象となる箇所に、センサを後付けで設置することによって、 

情報推定が可能。 

 

予想される応用分野： 
１） 介護施設などで機能訓練機器の利用者に対する機能改善見

える化により、利用者モチベーション向上。 

例えば、膝の曲げ伸ばし改善、腕や体の左右の振り幅の改善

などの効果の見える化が可能。 

 

２） 工場などで働く作業者の動線管理により、企業における安全

配慮義務遂行に必要な情報提供。 

例えば、慣性センサだけでなく、カメラや Wi-Fi 等を利用すれ

ば、複雑な移動経路の推定が可能。 
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技術相談 

提供可能技術： 

・アルゴリズムのモデル化技術 

・介護施設内の機能訓練見える化支援 

・工場など作業空間内の作業者動線評価 

・ニーズに対するセンサ情報の活用(IoT)支援 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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